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５
月
末
、
健
康
保
険
法
等

改
定
案
が
可
決
成
立
し
た
。

本
法
案
に
盛
り
込
ま
れ
た

「
一
部
保
険
外
療
養
」
は
、

皆
保
険
を
根
底
か
ら
崩
壊
さ

せ
る
恐
れ
が
あ
り
、
到
底
認

め
ら
れ
な
い
。

　

「
一
部
保
険
外
療
養
」
は
、

保
険
給
付
の
費
用
の
一
部
分

（
２５
％
）
を
切
り
出
し
て
保

険
外
と
し
、
患
者
の
実
費
負

担
と
す
る
仕
組
み
だ
。
保
険

外
併
用
療
養
費
制
度
の
新
類

型
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た

が
、
患
者
の
選
択
や
申
出
に

基
づ
き
保
険
診
療
と
自
由
診

療
の
併
用
を
限
定
的
に
認
め

る
従
来
の
同
制
度
と
は
質
が

異
な
る
ば
か
り
か
、
制
度
趣

旨
を
逸
脱
し
て
い
る
。

　

ま
た
保
険
外
と
す
る
対
象

は
厚
労
大
臣
の
裁
量
で
定
め

る
規
定
に
な
っ
て
い
る
。
医

療
の
給
付
・
負
担
と
い
う
国

民
生
活
に
多
大
な
影
響
の
あ

る
内
容
を
、
国
会
審
議
な
く

大
臣
裁
量
で
決
定
で
き
る
制

度
は
、
国
会
軽
視
、
民
主
主

義
の
否
定
に
他
な
ら
な
い
。

　

こ
の
間
、
「
一
部
保
険
外

療
養
」
の
適
用
範
囲
が
国
会

審
議
の
焦
点
と
な
っ
た
。
法

案
の
条
文
上
は
全
て
の
療
養

の
給
付
が
対
象
に
な
る
と
読

め
る
が
、
政
府
や
厚
労
省
は

「
薬
剤
（
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
）

以
外
を
対
象
と
す
る
こ
と
は

考
え
て
い
な
い
」
な
ど
、
曖

昧
な
見
解
を
繰
り
返
し
た
。

　

協
会
の
追
及
も
あ
り
、
そ

の
後
の
国
会
審
議
で
厚
労
省

は
条
文
が
全
て
の
療
養
の
給

付
を
対
象
と
す
る
こ
と
を
認

め
つ
つ
も
、
そ
の
立
法
目
的

や
立
法
事
実
を
説
明
で
き
な

か
っ
た
。
立
法
事
実
な
し
に

法
律
が
作
れ
な
い
こ
と
は
大

原
則
で
あ
り
、
そ
れ
を
満
た

さ
な
い
法
案
を
提
出
し
審
議

に
付
す
な
ど
、
国
会
軽
視
と

言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
本
来

な
ら
〝
そ
の
他
の
療
養
〟を
条

文
か
ら
削
除
す
べ
き
で
あ
っ
た
。

　

最
終
的
に
、
厚
労
省
は
「
薬

剤
の
み
を
対
象
と
し
た
も

の
」
と
法
解
釈
の
修
正
答
弁

を
し
た
が
、
条
文
修
正
は
さ

れ
な
い
ま
ま
可
決
成
立
と
な

っ
た
。
薬
剤
に
限
定
す
る
と

確
約
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
条

文
修
正
が
道
理
だ
。

　

適
用
範
囲
が
薬
剤
に
限
定

し
て
い
る
と
は
い
え
、
Ｏ
Ｔ

Ｃ
類
似
薬
は
「
医
療
用
医
薬

品
」
で
あ
る
。
市
販
薬
（
Ｏ

Ｔ
Ｃ
）
と
は
含
有
量
や
用
法
、

効
能
等
が
異
な
り
、
代
替
性

は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
対
象
薬

剤
（
７７
成
分
約
１
千
１
０
０

品
目
）
に
は
、
解
熱
鎮
痛
剤

や
抗
ア
レ
ル
ギ
ー
薬
な
ど
日

常
的
に
処
方
さ
れ
る
薬
剤
が

含
ま
れ
る
。
患
者
が
自
己
判

断
で
Ｏ
Ｔ
Ｃ
の
日
常
使
用
に

切
り
替
え
た
場
合
、
判
断
ミ

ス
や
受
診
遅
れ
等
に
よ
る
重

篤
化
が
危
惧
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
当
該
薬
剤
の
患
者

負
担
割
合
は
単
純
計
算
で
約

５
割
、
保
険
請
求
ル
ー
ル
で

計
算
す
れ
ば
６
割
弱
と
な

る
。
保
険
料
を
支
払
っ
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
５
割
超

と
い
う
自
己
負
担
の
水
準
は

異
常
だ
。
窓
口
負
担
の
重
さ

に
よ
る
受
診
控
え
の
増
加
、

患
者
減
少
に
よ
る
医
療
機
関

の
経
営
悪
化
・
閉
院
、
果
て

は
地
域
医
療
の
崩
壊
を
招
く

恐
れ
が
あ
る
。
「
将
来
に
わ

た
り
３
割
を
上
限
と
す
る
」

と
規
定
し
た
２
０
０
２
年
の

健
保
法
改
定
の
附
帯
決
議
の

趣
旨
に
も
抵
触
す
る
。

　

施
行
は
来
年
３
月
の
予
定

で
あ
り
、
対
抗
す
る
時
間
は

十
分
に
残
っ
て
い
る
。
協
会

は
「
一
部
保
険
外
療
養
」
の

凍
結
・
廃
止
を
求
め
、
運
動

を
強
化
し
て
い
く
所
存
で
あ

る
。
会
員
諸
氏
の
協
力
を
お

願
い
す
る
。

「
一
部
保
険
外
療
養
」
は

凍
結
・
廃
止
す
べ
き

医
療
者
の
声
を
自
治
体
に

相
模
原
支
部
総
会  

記
念
講
演

身
近
な
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
、
が
ん
の
増
加
も

高
く
、
生
体
に
悪
影
響
を
及
ぼ

す
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
処
分

の
際
に
１
千
１
０
０
度
以
上
の

超
高
温
で
の
完
全
燃
焼
が
必
要

で
、
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
ゴ
ミ
の
処
理
問

題
が
生
じ
て
い
る
と
し
た
。
特

に
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
は
ヒ
ト
の
体
内
か

ら
の
最
終
的
な
排
出
に
４０
年
以

上
か
か
る
と
し
、
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の

血
中
濃
度
が
高
い
こ
と
で
、
▽

子
ど
も
の
免
疫
力
低
下
、
▽
低

出
生
体
重
児
の
増
加
、
▽
大
人

健
康
守
る
た
め

関
心
を

　

最
後
に
、
医
療
者
と
し
て
何

が
で
き
る
か
に
つ
い
て
述
べ
、

是
非
と
も
、
自
治
体
や
国
に
Ｐ

Ｆ
Ａ
Ｓ
汚
染
へ
の
対
応
を
働
き

か
け
て
ほ
し
い
と
訴
え
た
。
氏

に
よ
る
と
、
医
療
従
事
者
の
声

は
自
治
体
へ
の
影
響
が
大
き
い

の
甲
状
腺
疾
患
や
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
値
の
上
昇
、
▽
前
立
腺
が

ん
の
増
加
―
等
の
影
響
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

続
い
て
、
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
問
題
の

世
界
と
日
本
の
現
状
に
つ
い
て

説
明
。
本
邦
の
各
都
府
県
の
事

例
と
と
も
に
、
神
奈
川
県
内
で

は
相
模
原
市
や
座
間
市
等
、
米

軍
基
地
周
辺
の
水
質
汚
染
を
取

り
上
げ
、
県
民
・
相
模
原
市
民

に
と
っ
て
身
近
な
問
題
で
あ
る

こ
と
を
伝
え
た
。
ま
た
、
座
間

市
の
団
体
や
牛
山
氏
の
所
属
す

る
医
療
機
関
で
の
血
液
検
査

（
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
血
中
濃
度
測
定
）

の
調
査
結
果
を
示
し
、
県
民
の

健
康
不
安
解
消
に
向
け
て
、
検

査
可
能
な
医
療
機
関
が
増
え
て

ほ
し
い
と
述
べ
た
。

と
感
じ
て
い
る
と
い
い
、
自
分

自
身
の
健
康
だ
け
で
な
く
、
国

民
の
健
康
を
守
る
と
い
う
視
点

で
も
、
医
療
者
と
し
て
Ｐ
Ｆ
Ａ

Ｓ
汚
染
問
題
に
関
心
を
持
っ
て

行
動
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
期

待
を
込
め
た
。

　

な
お
、
同
記
念
講
演
は
公
害

環
境
対
策
部
と
共
催
し
、
県
内

全
会
員
に
向
け
て
開
催
し
た
。

＊
協
会
Ｈ
Ｐ
に
て
配
信
中

　
既
報
の
通
り
、
相
模
原
支
部

は
５
月
１３
日
に
支
部
総
会
・
記

念
講
演
を
開
催
。「
医
療
者
が

知
っ
て
お
き
た
い
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の

話
」
を
テ
ー
マ
に
、
相
模
原
支

部
幹
事
で
さ
が
み
生
協
眼
科
／

内
科
・
内
科
部
長
の
牛
山
元
美

氏
が
講
師
を
務
め
た
。

　

氏
は
は
じ
め
に
、
〝
Ｐ
Ｆ
Ｏ

Ａ
〟（
一
般
的
な
オ
ク
タ
ン
酸
の

水
素
を
フ
ッ
素
に
置
き
換
え
た

物
質
）、〝
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
〟（
ス
ル
ホ

ン
基
と
い
う
硫
黄
の
成
分
が
含

ま
れ
た
物
質
）
、〝
Ｐピ

ー

エ
フ
ヘ

キ

サ
エ
ス

Ｆ
Ｈ
ｘ
Ｓ
〟

（
炭
素
の
数
が
６
個
か
つ
ス
ル

ホ
ン
基
の
成
分
が
含
ま
れ
た
物

質
）
な
ど
を
含
む
、
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ

（
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
）
の
由

来
や
分
子
構
造
と
そ
の
特
徴
に

つ
い
て
解
説
。
炭
素
と
フ
ッ
素

の
結
合
力
が
強
く
化
合
物
と
し

て
極
め
て
安
定
し
た
物
質
で
あ

る
が
故
に
、
工
業
的
に
有
用
（
酸

や
ア
ル
カ
リ
等
の
化
学
物
質
に

強
い
／
水
も
熱
も
油
も
は
じ
く

／
紫
外
線
に
強
く
、
分
解
さ
れ

に
く
い
）
で
電
子
・
半
導
体
事

業
等
の
様
々
な
製
品
に
使
用
さ

れ
て
い
る
が
、
環
境
残
留
性
が

歯
科
用
ジ
ル
コ
ニ
ア
の
進
化
と

臨
床
活
用
ポ
イ
ン
ト

歯
科
臨
床
研
究
会

の
間
、
ジ
ル
コ
ニ
ア
は
材
料
科

学
の
劇
的
な
進
歩
と
と
も
に
、

歯
科
修
復
治
療
に
お
け
る
不
可

欠
な
主
要
材
料
と
し
て
確
固
た

る
地
位
を
築
い
て
い
る
。
初
期

の
３
Ｙ
系
は
、
そ
の
圧
倒
的
な

機
械
的
強
度
を
背
景
に
、
主
に

メ
タ
ル
フ
リ
ー
修
復
の
フ
レ
ー

ム
ワ
ー
ク
と
し
て
応
用
さ
れ
て

き
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
研

究
開
発
に
よ
り
、
透
光
性
を
劇

的
に
向
上
さ
せ
た
４
Ｙ
系
・
５

Ｙ
系
や
、
天
然
歯
の
色
彩
を
再

現
し
た
マ
ル
チ
レ
イ
ヤ
ー
構
造

が
相
次
い
で
登
場
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
か
つ
て
は
困
難
と
さ

れ
た
前
歯
部
審
美
領
域
の
冠
修

復
か
ら
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
上
部
構

造
に
至
る
ま
で
、
そ
の
適
応
範

囲
は
飛
躍
的
な
拡
大
を
遂
げ
て

い
る
。

　

一
方
で
、
ジ
ル
コ
ニ
ア
の
多

様
化
は
、
臨
床
現
場
に
お
け
る

材
料
選
択
を
複
雑
に
し
て
い

る
。
組
成
や
結
晶
相
構
造
の
変

化
は
、
材
料
の
強
度
や
靭
性
の

み
な
ら
ず
、
焼
成
条
件
や
加
工

特
性
に
ま
で
多
大
な
影
響
を
及

ぼ
す
。
そ
の
た
め
、
症
例
に
応

じ
た
適
切
な
材
料
選
択
と
設
計

に
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
高
度

な
臨
床
判
断
が
求
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
臨
床
現

場
で
は
未
だ
に
「
ジ
ル
コ
ニ
ア

は
硬
く
、
研
磨
に
多
大
な
時
間

を
要
す
る
」
と
い
う
誤
解
が
散

見
さ
れ
る
。
し
か
し
、
最
新
の

術
式
と
専
用
器
材
を
適
切
に
選

択
す
れ
ば
、
短
時
間
で
効
率
的

に
鏡
面
仕
上
げ
を
実
現
す
る
こ

と
が
可
能
で
あ
る
。

　

講
演
で
は
、
ジ
ル
コ
ニ
ア
の

材
料
科
学
的
な
変
遷
と
そ
の
特

性
を
整
理
し
、
特
に
臨
床
成
功

の
鍵
を
握
る
「
鏡
面
研
磨
」
の

意
義
に
つ
い
て
詳
述
し
た
。
適

切
な
鏡
面
研
磨
を
施
し
た
ジ
ル

コ
ニ
ア
は
、
①
対
合
歯
の
摩
耗

抑
制
、
②
機
械
的
・
化
学
的
安

定
性
の
向
上
、
③
プ
ラ
ー
ク
付

着
の
抑
制
、
④
周
囲
軟
組
織
と

の
良
好
な
親
和
性
、
と
い
っ
た

極
め
て
優
れ
た
利
点
を
発
揮
す

る
こ
と
を
紹
介
し
た
。
あ
わ
せ

て
、
長
期
予
後
を
左
右
す
る
重

要
な
ス
テ
ッ
プ
で
あ
る
支
台
歯

形
成
、
接
着
、
さ
ら
に
は
再
治

療
時
の
効
率
的
な
撤
去
方
法
に

つ
い
て
も
概
説
し
た
。
本
内
容

が
、
ジ
ル
コ
ニ
ア
の
特
性
を
最

大
限
に
引
き
出
し
、
よ
り
予
知

性
の
高
い
臨
床
を
展
開
す
る
た

め
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ

る
。

＊
協
会
Ｈ
Ｐ
に
て
配
信
中

歯
科
研
究
部
は
４
月
２
日
、

歯
科
臨
床
研
究
会
「
歯
科
用
ジ

ル
コ
ニ
ア
の
進
化
と
臨
床
活
用

ポ
イ
ン
ト
」
を
協
会
会
議
室
と

Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用
で
開
催
。
講
師
は

愛
知
学
院
大
学
歯
学
部
歯
科
理

工
学
講
座
・
非
常
勤
講
師
（
教

授
級
）
の
伴
清
治
氏
が
務
め
、

８３
名
が
参
加
し
た
。

　

２
０
０
５
年
に
ジ
ル
コ
ニ
ア

が
歯
科
医
療
用
材
料
と
し
て
国

内
で
薬
事
承
認
を
受
け
て
か

ら
、
約
２０
年
が
経
過
し
た
。
こ

講師の伴氏

第
３２
期
第
１７
回
理
事
会
　
５
月
２８
日
（
木
）

〈
役
員
２９
名
、出
席
２３
名
（
う
ち
Ｗ
Ｅ
Ｂ
３
名
）〉

い
て
提
案
さ
れ
、
歯
科
に
お

け
る
グ
ロ
ー
ブ
等
の
枯
渇
、

価
格
上
昇
、
ま
た
ナ
フ
サ
の

問
題
か
ら
か
医
科
で
も
石
油

関
連
製
品
の
出
荷
停
止
と
の

報
告
が
あ
っ
た
。

　

国
会
で
は
健
康
保
険
法
改

定
案
が
衆
院
に
て
可
決
さ

れ
、
財
務
省
の
主
張
す
る
医

【
議
長
報
告
】

　

梅
雨
の
走
り
と
思
わ
れ
る

む
し
暑
い
中
、
役
員
２３
名
の

出
席
に
よ
り
定
刻
ど
お
り
開

会
さ
れ
た
。

　

事
務
局
長
に
よ
る
資
料
説

明
に
続
き
、
議
題
で
は
、
野

本
理
事
よ
り
４
月
度
活
動
の

ま
と
め
と
最
近
の
情
勢
に
つ

療
費
削
減
と
保
険
給
付
範
囲

縮
小
の
流
れ
が
進
み
つ
つ
あ

る
と
討
論
さ
れ
た
。

　

各
部
報
告
で
は
、政
策
部
、

学
術
部
に
つ
い
て
湯
浅
副
理

事
長
、
事
務
局
・
高
橋
氏
よ

り
多
く
の
報
告
が
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
新
聞
部
の
主
張

２
件
承
認
、
庶
務
事
項
も
す

べ
て
承
認
さ
れ
た
。

１１
議
題
と
多
く
の
提
案
が

あ
っ
た
が
、
役
員
、
事
務
局

の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
定
刻

に
終
了
し
た
。

（
議
長
・
原
○歯
）

講師の牛山氏

　公害環境対策部は6月2日、野本部

長が2025年度魚類実態調査の記者会

見を横須賀市政記者クラブにて行っ

た。当日は共同通信社・中日新聞・

毎日新聞の3社が会見に応じた。

　野本部長は調査で見られた骨曲

がりや経年変化、重金属分析につい

て解説。市民の協力を得て釣れたマ

ハゼ4匹のうち、ヴェルニー公園・長浦湾・鶴見川の

いずれにおいても、外観異常は見られなかったとし

た。レントゲン検査では、X線異常が4匹中4匹に見ら

れ、「現在は鶴見川の汚染が進んでいる。近年は外観異

常が見られる魚は減少しているが、本来、魚の外観異

常はほとんど無いのが普通である。少ない検体数でも

X線異常があり、環境汚染が窺われる」と主張した。

　記者からは「汚染度が高いとのことだがどのくら

い高いのか」、「汚染度の高さの強弱が分からないが、

表現するとしたらどうなのか」などの質問が寄せら

れた。

魚類実態調査記者会見魚類実態調査記者会見

少ない検体数でも少ない検体数でも
Ｘ線異常Ｘ線異常

会見する野本部長

事後抄録


